
1

北京師範大珠海校区からマスクの寄付を受けました

北京師範大学珠海校区から、同校と長年交流のある NPO法人新潟教育交流協会を通

じて、「日本加油 新潟加油（日本がんばれ 新潟がんばれ）」というメッセージとと

もに６，０００枚のマスクが届き、新潟市を代表して前田教育長がマスクを受け取り

ました。ご寄付いただいたマスクは、学校等の教育現場で有効活用させていただきま

す。ありがとうございました。（池田）

友好都市 公益財団法人新潟市産業振興財団理事会に出席

３月２４日、第４回公益財団法人新潟市産

業振興財団理事会に新潟市北京事務所長が出

席、令和２年の事業計画について説明しまし

た。質疑応答では、北京をはじめとする中国

市場のニーズ、特に早期解禁が待たれる新潟

の酒に対する期待度などについて説明しまし

た。（池田）

例年と違う２０２０年の清明節

清明節（４月５日前後）は中国の二十四節気の一つであり、昔から先祖や先人、国

のために犠牲になった烈士たちを偲ぶ中国の伝統的な祭日でもあります。毎年、清明

節になると、お墓参りする人々は各地の墓地へ訪れます。特に２００７年に清明節は

国の祝日として定められ、２００８年から清明節前後、三連休で遠くへ帰省してお墓

参りする人々が大勢います。

北京の４月は、木々が新緑を出し、花が咲き乱れる春爛漫の一番きれいな時期です。

しかし、中国では新型コロナウイルスの感染による多くの犠牲者が出ました。新型コ
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ロナウイルス感染症と戦う中で犠牲となった方々に対する深い哀悼の意を表すため、

２０２０年の清明節の４月４日に、中国

は初めて重大な突発公共衛生事件として

全国的な追悼活動を行いました。午前１

０時、国のリーダーたちをはじめ、全国

各地の人々も３分間の黙とうを捧げまし

た。その時、家でテレビの生放送を見て

いた私は、外からバスや車のクラクショ

ンが一斉に鳴る音を聞いて複雑な気持ち

で胸がいっぱいでした。この日に、すべ

てのテレビ放送局は娯楽番組の放送を中

止しました。

また、新型コロナウイルスの感染リス

クを避けるため、今年の清明節は各地方

では相変わらず厳しい出入り制限政策が

実施されています。清明節期間中、北京を一旦出れば、たとえ国内の移動でも戻って

から１４日間家で隔離観察をしなければなりません。従って、直接墓地へ足を運ぶこ

とができない方々にオンライン墓参りや墓地のスタッフが代行して墓参りするという

選択肢も生まれました。このようなやり方で先人に誠意を届けるかどうか、疑問の声

もありますが、早く正常の生活に戻ることにつながると思うと、外出自粛に文句は言

えません。

新型コロナウイルスとの戦いに勝ち、普通の日常生活に戻る日を待ち望んでいます。

（鞠）

海外の中国大使館・領事館が中国人留学生に

「健康パック」を配布

新型コロナウイルス感染症が中国で流行し始めた時に、海外にいる多くの華僑華人

と共に、中国人留学生は、支援物資を中国の友人や家族に積極的に寄付しました。中

国の状況に関心を持って支援する彼らの姿は、中国で感動を呼びました。現在、新型

コロナウイルス感染症が世界中に広がり続けており、医療物資や衛生用品が不足して

いる国も多くなっています。海外で生活している中国人留学生も深刻な影響を受け、

マスクやハンドソープ、予防用薬品の不足という問題にも直面しています。

中国外交部では、中国人留学生が比較的集中している国に、１，１００万枚以上の

マスクと、消毒用品（消毒液、薬品、消毒用ウェットティッシュなど）及び防疫ハン

ドブック等の物資が入った「健康パック」

を 50万個配布しています。それらの衛生

用品のほとんどは、中国で調達し、送り届

けられたものです。

海外の中国大使館・領事館から現地の中

国人留学生たちに、各学校の学生連合会を

通して、無料で配布しています。在英国中

国大使館は、中国人留学生にマスクのほか、

中医薬の連花清瘟カプセルも配布しました。

この写真は、イギリスに留学している私の
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友達が、４月７日に大使館から受け取った「健康パック」です。

この「健康パック」は、海外にいる同胞を守りたいと願う祖国の思いやりの表れで

す。そこには、しっかり自分の身を守るようにという中国人留学生へのメッセージが

込められています。（石）
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中国では、北京でもそうだが、急速に新型コロナ感染が下降線を辿り始めた。問題

の武漢でも、３月１２日以降新規感染者は一桁になり、１８日にはついにゼロとなっ

た。全国でも、外国からの帰国者以外新規感染者は出ていない（３月２０日現在）。

中国は確実に終息に向かっている。これまでは、中国国内の拡散、海外への拡散をど

う止めるかが緊急課題であった。しかし、今は海外からの「逆輸入」をいかに防ぐか

が緊急課題となっている。

とは言え、北京っ子の話題は新型コロナ一色だ。因みに中国語では新型コロナウイ

ルスを「新型冠状病毒」という。北京では、これまで半ば外出禁止状態だったので、

大勢集まってこの話題を議論する事は出来なかった。議論はもっぱら微信（ＷｅＣｈ

ａｔ）を通してやっていた。皆が興味を持つようなテーマ、役に立ちそうな情報はネ

ットで拡散する。役に立つ情報も多いが、フェイクニュースも乱れ飛ぶ。とにかく皆

が家にいて、ヒマだからパソコンかスマホで情報交換するしかなかったのだ。

新型コロナ感染が起きてから、パソコン、スマホが２人の英雄を生み出した。１人は

「武漢中心病院」眼科の李文亮医師（３４歳）。李医師は昨年１２月３０日、ＳＮＳ

のグループチャットに「武漢で７人がＳＡＲＳにかかり、病院に隔離されている」と

投稿、武漢で伝染病が発生していると事実上の「内部告発」を行った。この投稿はネ

ットで拡散、たちまち「武漢で何か大変な事が起きているようだ」と話題になり、外

国メディアも報道した。武漢の公安当局は、李医師を「ニセ情報を流し、社会秩序を

乱した」として連行、李医師は訓戒処分を受けた。李医師は処分後も病院で黙々と治

療に当たった。その後、自らが新型コロナに感染し、２月７日に亡くなった。武漢の

新型コロナが明るみに出たのは、李医師の投稿がきっかけだった。当初武漢当局は重

視せず、むしろ隠蔽するかのように、北京の中央政府に速やかに報告しなかった。初

動対策が遅れたとはいえ、中国政府が総力を挙げて取り組み、比較的早く終息が見え

てきたのは李文亮医師のお陰だというわけだ。自分が警鐘を鳴らした新型コロナ感染

で亡くなった李文亮医師をネットは「悲劇の英雄」にした。微信で無数の「哀悼の意」

が乱れ飛んだ。もう１人は呼吸器専門医で、感染症の権威である鍾南山医師（８４歳）。

鍾医師は、２００２年から２００３年にかけて、ＳＡＲＳが大流行した時、ＳＡＲＳ

発祥の地である広州市の呼吸器疾病研究所所長の任にあった。鍾医師は、最初から広

州で発症した新型肺炎の重大性を叫んだが、広州当局、国務院衛生部、中国疾病予防

管理センターは重視せず、隠蔽するかのような姿勢だった。鍾医師はこれに断固立ち

向かい、論文を書き、「ＳＡＲＳ」と命名するよう提案した。この行動が功を奏し、

中央政府もやっと腰を上げたといういきさつがある。今回も中国の国民の中から、鍾

南山待望論が巻き起こり、政府は高齢の鍾医師を新型コロナの対策専門家チームのリ

ーダーに任命したのである。北京の多くの市民は、「私は鍾南山の言う事しか信用し

ない」と公然と言う。

武漢は１月２３日から「都市封鎖」が続いてきていたが、３月２４日、湖北省政府は、

武漢市の封鎖を４月８日に条件付きで解除すると発表した。この間、生産は徐々に回

西園寺 一晃先生の
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復していた。３月１０日、武漢入りした習近平主席が「勝利宣言」した事を受けて、

武漢当局は翌１１日、世界のサプライチェーンに影響を与えるような、車関連など重

要産業の生産再開を認めた。市内の公共交通機関も３月中には再開する。高速鉄道乗

り入れ再開も着々と準備が進んでいる。北京も「半封鎖」状態で、とにかく必要のな

い外出はするなという、事実上の強制通達が上から来ていたが、通勤禁止は解除され

た。地域によって若干違うが、北京の友人は当初「ひと家族１人、２日に１度食料を

買いに外に出る程度」にするよう、上から言われていたという。今は緩和されている。

みんな息をつめて、家でじっとしていたのだ。食料品店、スーパーマーケットには通

常通り商品があり、食生活には困った事は無かったという。初期の段階ではマスク、

消毒液が店から消えて、みな確保に走ったが、出歩かないので、それほどマスクが要

るわけではなく、３月半ば以降は、極端に不足している状態ではないという。１月、

２月、日本では「武漢頑張れ、中国頑張れ！」活動が各地で起き、マスクや消毒液を

集め、中国に送っていた。当時、筆者も北京の複数の友人に買い集めたマスクを送っ

た。ところが最近では逆転現象が起き、中国から日本に「支援物資」としてマスクが

届くようになった。筆者のところにも北京の多くの友人からマスクが届いた。

恐らく日本なら、半強制的に家に閉じ込められたら、「自由を束縛するのか」、「人

権問題だ」と大変なブーイングが起きるだろうが、北京ではそういう話は聞かない。

会うと、結構政府への不満を言う友人が「学校全面休校、イベントや集会禁止、外出

禁止、なるべく人と接しないというのは当然だ。今はみんなで耐える時なのだ。こん

な時、自由だ、人権だなんて言うのはナンセンス、命を守る事が第一だ」と言う。あ

る友人は「外国の友人は、中国はやり過ぎだと言うが、やり過ぎが命を救った」と微

信に書いてきた。強権的と思えるような強力な対策が功を奏したことは否定できない。

中国ではどうして新型コロナが急速に拡散し、そして急速に終息しつつあるのか、ど

うして欧米で爆発的に拡散したのか。新型コロナによる死者は３月２９日現在、イタ

リア、スペイン、米国が中国を上回っている。特にイタリア、スペインなどは、人口

比から見れば、大変な数字である。米国でも地域によっては感染が爆発的増えていて、

トランプ大統領は非常事態宣言を発令した。この騒動が一段落したら、世界規模での

客観的、科学的な検証が必要だろう。

習近平主席は３月１０日武漢入りをし、「感染の拡大は、ほぼ抑え込むことができた」

と述べたが、これを「勝利宣言」だと理解する人も多い。同時に習主席は、感染経路

を突き止めるよう関係部門に指示した。この感染経路問題について、中国ではある事

が大きな話題になっている。キッカケは鍾南山医師のひと言だった。２月２７日、鍾

南山・中国政府対策グループ組長は、記者会見で「この新型コロナは中国で出現した

が、発生源は必ずしも中国とは限らない」と発言、内外の記者は色めきだった。ただ、

発生源については「特定できていない」と述べた。３月５日、外交部の報道官は記者

会見で「今回の新型コロナはグローバル的現象で、発生源はまだ確定していない」と

述べた。初期の段階では、発生源は武漢の「野生動物マーケット」で、具体的にはコ

ウモリがウイルスの媒介者であろうとの説が有力だった。しかしその後、ＷＨＯと中

国の合同調査でその説は否定され、武漢の野生動物マーケットに、新型コロナは外部

から流入したと判明した。コウモリ説も消えた。

では、この新型コロナの発生源は中国なのか、別の国・地域なのか、中国でないとし

たらどこなのか、様々な説が乱れ飛んでいる。最近囁かれているのは、発生源米国説。

出所は中国外交部趙立堅報道官のツイッターだ。趙報道官は３月１４日、自身のツイ

ッターに「このウイルスは米軍が持ち込んだのかもしれない」と書き込み、瞬く間に

ネットで拡散した。昨年１０月、武漢で「世界軍人五輪」が開催され、米軍人３６９
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人を含む各国の軍人選手多数が武漢入りした。そのイベント開催中、５名の米国軍人

選手が病気になり、米国は特別機を派遣して米国に送還したというのだ。そして軍人

五輪が終了して間もない１１月に新型コロナの感染が武漢で始まったというのが「状

況根拠」のようだ。今のところこれは「ネット情報」の域を出ていないが、米中間の

「国際問題」になりかけた。３月１５日、米国のデービッド・スティルウェル国務次

官補は、中国の崔天凱駐米大使を呼んで抗議した。３月１７日、中国の外交トップで

ある楊潔篪党政治局委員は、米ポンペオ国務長官に電話し、「米国が新型コロナを利

用し、中国を貶めるような宣伝をしているのは遺憾」と抗議した。ただ、米中のトッ

プは冷静で、習近平主席はこの問題に一切触れていないし、トランプ大統領は「記事

を読んだが、米国発生源説は中国政府の見解ではないようだ」と述べている。この問

題では、中国には様々な見方がある。やはり発生源は中国武漢だという見方、故意で

ないにしても、米国の軍人が持ち込んだという見方、誰かが米中の離間を図るためニ

セ情報を流したという見方。中国としては、新型コロナの世界規模での蔓延は中国の

責任であると言われるのは避けたい。トランプ大統領は、中国のために米国はえらい

目に遭っているという感情が見え見えで、一貫して「チャイナウイルス」と呼んで、

中国の神経を逆なでしている。ここにも近年来の米中対立が影を落としているが、双

方とも問題を大きくしたくないという点では一致しているようだ。またお互いにそん

な余裕はないのだろう。公人は「新型コロナ」あるいはＷＨＯが決定した正式名であ

る「ＣＯＶＩＤ—１９」と呼ぶべきだろう。無用なトラブルは避けた方が賢明だ。

さて、問題は新型コロナによる経済的ダメージである。新型コロナが武漢で発生し、

全国に拡散したが、中国経済の停滞は世界のサプライチェーンを混乱させ、正常さを

失わせた。ある意味では、中国経済の存在感を示した結果となった。ところが、現在

は中国に加え、世界経済をリードする米国、ＥＵで新型コロナが急速に拡散し、経済

を破壊しようとしている。「大恐慌」の足音が聞こえてくるようだ。

中国経済は当然相当大きなダメージを受けるだろう。中国はここ２、３年、米国と激

しい経済戦争を繰り広げてきた。それに加え今度の新型コロナである。まさにダブル

パンチだ。建国以来、文化大革命時の経済破壊に匹敵するものだと言う専門家もいる。

２０２０年度の経済政策、予算などを決める全人代（全国人民代表大会）は、３月５

日から１０日間の予定で開催されることになっていたが、延期となった。ただ、中国

は対米経済戦争では、何とか耐えて、成長を維持してきた。先ず、最近発表された２

０１９年の主な経済指標を見てみよう。

Ｇ Ｄ Ｐ：９９兆０８６５億元 対前年比＋６．１％

１人当たりＧＤＰ：７万０８９２元 同＋５．７％

都市部新規就業者数：１３５２万人 同＋９万人

年末登録失業者率：３．６％（実質失業率 ５．２％）

消費者物価上昇率：＋２．９％（都市２．８％、農村３．２％）

食糧生産高：６億６３８４万トン 同＋０．９％

工業生産高：３１兆７１０９億元 同＋５．７％

新車販売台数：２５７６．９万台 同－８．２％

うち乗用車：２１４４．４万台 同－９．６％

社会消費財小売総額：４１兆１６４９億元 同＋８．０％

固定資産投資：５６兆０８７４億元 同＋５．１％

輸出入総額：３１兆５５０５億元 同＋３．４％

対日貿易：輸出９８７５億元（＋１．７％）輸入１兆１８３７億元（－０．６％）

外貨準備：３兆１０７９億ドル 対前年末比 ＋３５２億ドル
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この数字をどう見るかについて、専門家の意見は分かれるだろうが、対米経済戦争下

では、健闘したと言えるだろう。問題は、２０２０年だ。つまり新型コロナの影響が

モロに出だした１月以降の経済がどうなるかである。まだ第１四半期（１月―３月）の

数字は出ていないが、相当悪い状況が予想される。すでに明らかになった１月―２月の

数字を見ると、消費が激減した。１月に比べ、２月はさらに悪化した。２月の景況感

指数は３５．７で、１月より１４．３％悪化した。

小売売上高：対前年同期比 －２０．５％

レストラン売り上げ： －４３．０％

新車販売： －３７．０％（２月単月は－７９．１％）

家具： －３４．０％

家電： －３０．０％

携帯電話： －３４．０％

パソコン： －３１．０％

鉱工業生産高：同 －１３．５％

固定資産投資：同 －２４．５％

発電量： 同 － ８．２％

輸出： 同 －１７．２％

失業率：１月５．３％→２月６．２％

相当厳しい２０２０年の船出だ。中国にとって良い兆候は、新型コロナから抜け出す

のが近いという事だ。しかし、中国だけの問題なら、Ｖ字回復も夢ではないが、世界

経済と広く、深くリンクする中国経済は、自国の努力だけではどうにもならない面が

多い。今後消費をどれだけ取り戻すかがカギとなる。現在、中国の２大貿易相手であ

るＥＵと米国が新型コロナ問題で大きなダメージを受けている。恐らく、米国，ＥＵ、

そして中国の４番目の貿易相手国である日本の第１四半期の成長率は、対前年同期比

でマイナスになると思われる。中国の第１四半期もマイナス成長になる事は避けられ

ないだろう。中国のマイナス成長幅に

ついて、英国スタンダード・チャータ

ード銀行は４．２％、米国モルガン・

スタンレーは５％、野村証券は９％、

日本総合研究所は１０％と予測する。

第１四半期の数字が出て、さらに延

期されている全人代が開かれれば、今

後の中国経済について、ある程度の予

測ができるだろう。それを待たなけれ

ば、具体的にどれほどのダメージなの

か、そして中国のダメージは世界経済

にどれほどの影響を及ぼすのか、具体

的に論じることはできない。（２０２

０年３月２９日）（止）

■■お知らせ■■

新潟市の中小企業、団体等が北京市内で経済活動を行うに当たり、様々な支援を行っています。

お気軽にお問い合せください。
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